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自然に消えていった。   
敗戦による，政治と経済のシステムの改革は，憲法から民法までが大幅に改定された。憲法の  
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京都大学大学院教育学研究科紀要 第47号   
でもあれば，三くだり半は無効になる。明治以降になって，はじめて男性優位の社会になった，  
と理解するのが，妥当な理解のしかたなのである。女性があからさまに男性より給料が少ないと  





























欧米  日本  








図1父系・母系、父性・母性からみた社会システム ムを政治と文化に分けると，理論上4つの夕  




































競争をなくす必要性によって得られた（文献2－p．277）。   
超自我の背後には，個人の最初のもっとも重要な同一視がかくれている。その同一視は両親と  
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明治時代の子育てと比べると，現代の子育てがいかに孤立した中で行われているかがわかる。  
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東山．母性社会り問題と超自我・自我理想の廟壊  



































のなら，西欧での父性の弱体化は説明できない。   
日本とミクロネシアで，父系社会での女性の自立，母系社会での男性の自立という動きが顕著  
－131一   
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にみられる。われわれが，母系社会の女性の生きかたから学ぶとすれば，女性の自立は，経済的  
裏づけのもとに，家事・育児の共同，女性の社会的連帯というしくみを女性自身が作りだすこと  
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